











































　グレードは 1 から 8 まで示しているが，「ピ
アノ・ベーシックＡ」の受講者の大半が取り組
むのは，後に述べるようにグレード 1 か 2 であ
り，そこから半期間でグレード 3 ないし 4 まで





寺 田 陽 子
（本学非常勤講師）
難 波 正 明
（教育学専攻）
桐 岡 亜 由 美
（本学非常勤講師）
森 本 麻 衣 子
（本学非常勤講師）
G 曲　目
G1 バイエル 4 番～59番のうち16曲小品 2 曲
G2 バイエル60番～94番のうち 9 曲小品 7 曲
G3
バイエル80番～103番のうち11曲
















































































































































2 ～ 3 年 20












0 ～ 1 日 11（ 8 ）
1 ～ 2 日 34（21）
2 ～ 3 日 21（13）
3 ～ 4 日 10（ 4 ）
4 ～ 5 日 　6（ 3 ）
ほぼ毎日 　3（ 3 ）

















60～90分　 18（ 6 ）
90～120分 　6（ 3 ）







ｄ．階名を記入しなければならない 　9（ 6 ）
ｅ．片手だけでもト音記号の楽譜を読んで弾くのに時間がかかり難しく感じる 　3（ 3 ）
2 ）
へ音記号の音符について 人数（G1）
ａ．だいたいの音は見てすぐ弾ける 　7（ 3 ）

















90～120分 　3（ 1 ）
120分以上 　1（ 1 ）
合計 86（53）
─ 15 ─
発 達 教 育 学 部 紀 要
Ⅲ．調査結果の考察と指導者から見た問題点
　まず受講者のほとんどが 1 週間に 1 日から 2
日以上練習しているという結果だが，11名が 1
日も練習しない週があると回答しており，しか
もそのうち 8 名がグレード 1 の学生であるとい
う点は問題であろう。練習時間が取れなかった
り，意欲が低いなど理由はさまざまであろうが，
少なくとも週に 2 ～ 3 日を練習にあてるように
指導していく必要があろう。

































ｂ．拍子を意識せずに弾いている 19（ 8 ）
ｃ．テンポ（速さ）を意識せずに弾いている 29（21）
ｄ．途中で拍子やテンポが変わっても，気づかずに弾いている 14（ 9 ）
ｅ．拍子やテンポの意味が分からない 　8（ 8 ）
5 ）
発想記号について 人数（G1）
ａ．だいたいは意識して弾くようにしている 14（ 7 ）
ｂ．時々は意識して弾いている 49（27）







ｄ．練習している間，集中力が続かない 10（ 6 ）










　これは付点 4 分音符の後の 8 分音符を，左手



















































─ g’の 3 音をランドマーク（目印）として把
握させ，それぞれの音から上下に 2 度音程を成






発 達 教 育 学 部 紀 要
　L. F. オールソン他による『ミュージック・
パサウェイズ』も同じく「ランドマーク・リー
ディング」を用いているが，ここでは C ─ c’





















































































































































⑶　L. F. オールソン／L. ビアンキ／M. ブリッケ
ンスタッフ（中村菊子監修・大竹紀子　
D. M. A. 訳）『こどものためのピアノメソー　
ド　ミュージック・パサウェイズ　メインテ
キストＡ』（ヤマハミュージックメディア，
1999）p. 27
⑷　フォライ・カタリン／セーニ・エルジェーベ
ト（羽仁協子・谷本一之・中川弘一郎訳）『コ
ダーイ・システムとは何か　ハンガリー音楽
教育の理論と実践』（全音楽譜出版社，1974）
pp. 100～101
⑸　三善晃『Miyoshi ピアノ・メソードⅠ』（河
合楽器製作所・出版事業部，1997）pp. 24～
26
